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Post-Doppler方式を用いたSTAPの性能評価
Performance Estimation of STAP Using Post-Doppler Scheme
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1まえがき

航空機搭載レーダにおけるMTI(Moving工arget

圭ndicator)処理として提案されたSTAP旦pace-工ime

Adaptive里rocessing)は,時空間フィルタによる強力な

不要波抑圧手法であり.従来の1次元フィルタと比べて

不要波抑圧性能が向上する技術として期待されている.

DOF(Degreesof里reedom)削減手法として提案され

ているElement-SpacePost-Doppler方式は,Doppler一

触erを適用することで時間方向の次元の減少を図るこ

とができる手法である同・この手法においては.各ドッ

プラビンに対して異なる適応問題を解くこととなり,よ

り小さな共分散行列が用いられるが.フルDOFSTAP

の性能に近い性能が得られる.

本報告では,Post-Dopplerを用いたSTAPについて

シミュレーションを行い,そのSINR特性と処埋速度に

ついて報告する.

2Post-Dopplerにおける最適ウェイトの計算

一般的なElement-Space方式におけるDOF数はNx

M(N:素子数,M:パルス数)であるが,Post-Doppler

を施すことによりNxL(L:ドップラビン数)まで削

減することが可能である.本報告ではmulti-binPost-

Doppler(L>1)によるSTAPを考える.これにより

NM次元の時空間フィルタリングをNxL次元の適応

ビームフォーミングに変換する.

最適ウェイトLJは次式で求められる.

サーIu-Re*S(1)

ここでR。ff実行共分散行列.Sは時空間ステアリング

ベクトルである.multi-binPost-Dopplerにおける実行

共分散逆行列は次式となる.

r-」-nH(niinH)-ln

ここでRはクラッタと受信機雑書による全時空間共分

散行列,nはNLxNL次元のランク削減変換行列で

ある.

3シミュレーション

次にドップラビン数Lを1-Mまでlずつ変化させ

た場合のPost-Dopplerの性能を.計算機シミュレーショ

ンにより確認する.シミュレーションパラメータを表1

に示す.シミュレーション結果を図1,2に示す.図1,2

はそれぞれ各ドップラピン数におけるSINR特性とウェ

イト算出に愛する処埋速度を示している.
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図1より, -3[dB]を実現しながらDOF数を半分以下
に削減することができる.また図2より,次元を削減す

ることで高速化が可能であることが確認できる.

4　まとめ

本報　では, Post-Dopplerを用いたSTAPの性能を
評価した.シミュレーションにより.大きく次元を削減
しても高いSINR特性を保持することを示し,次元削減
による処理速度の向上が期待できる手法であることを確

認した.
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表1シミュレーションパラメータ

試行回数 100

素子数 〃 8 (半波長 U L A )

素子間隔 d 0 .5 A

パルス数 〟 32

ドッブラビン数 L 1- 32

アンビギユイティ β 1.0

ターゲ ット方位 0.0 0

ターゲッ トドップラ ー 0.3

トレーニングサ ンプル数 〟 2 ×N ×L

雑苫電力 0 dB

クラック電力 30 d B
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図2　ウェイト算出に要する処埋速度
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